
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

往復航空機利用 お 1 人様 1 人部屋追加代金 

旅 行 代 金 １７６，０００円 ６，０００円（3 泊） 
 

行程 日付 発着地 時刻 交通機関 摘          要 食事 

1 2024 年 

6/21 

（金） 

東京（羽田） 発 

女 満 別 着 

↓ 

網 走 市 

17：45 

19：30 

航空機 

連絡バス 

 

空路、北海道・女満別空港へ 

着後、空港連絡バスにて網走市内へ移動（約 30 分） 

バスターミナル下車、徒歩で宿へ 

＜網走市内泊＞ 

✕ ✕ ✕ 

2 6/22 

（土） 

 

網 走 市 

↓ 

羅 臼 町 

早朝 

午前 

午後 

 

夕刻 

 

船 

専用バス 

 

専用バス 

【OP】宿泊地近隣で観察/希望者のみ（路線バス移動あり・現地払い） 

網走ネイチャークルーズにて海鳥観察【約 2 時間 30 分～3 時間程】 

下船後、道の駅にて各自昼食後、専用バスにて移動  

濤沸湖、小清水原生花園、知床峠展望台にて観察 

観察後、羅臼の宿へ移動                   ＜羅臼町泊＞ 

○ ✕ ○ 

3 6/23 

（日） 

羅 臼 町 

↓ 

根 室 市 

午前 

午後 

 

夕刻 

船 

専用バス 

 

専用バス 

知床ネイチャークルーズにて海鳥観察【約 2 時間 30 分～3 時間程】 

下船後、専用バスにて移動（約 1 時間）※車内にて各自昼食 

野付半島にて観察 

観察後、根室市内の宿へ（約 2 時間）   

※途中、地元スーパーに立ち寄り夕食、土産購入    ＜根室市泊＞ 

○ ✕ ✕ 

4 6/24 

（月） 

根 室 市 

↓ 

根 室 中 標 津 発 

東京（羽田） 着 

 

 

14：45 

16：40 

船 

専用バス 

航空機 

落石ネイチャークルーズにて海鳥観察【約 2 時間】 

下船後、専用バスにて中標津空港へ（約 1 時間 30 分） 

空路、東京・羽田空港へ 

着後、解散 

○ ○ ✕ 

【利用交通機関】日本航空、全日空                                 ※飛行機のスケジュールは変更になる場合がございます。 

【宿 泊】網走市内：網走セントラルホテル 羅臼町：ホテル峰の湯、羅臼の宿まるみ  根室市内：民宿たかの 

【旅行代金に含まれるもの】①東京（羽田空港）-各地空港往復航空運賃 ②日程表記載専用バスでの移動費用、クルーズ 3 回の乗船費用 

③日程表記 3 泊の宿泊代金(2 名 1 室利用基本） ④朝食 3 回・昼食 1 回・夕食 1 回（飲み物別） ⑤同行講師費用 ⑥添乗員同行費用  

⑦国内企画手配旅行保険 
※現地の海況・天候によりスケジュール内容に変更が生じる場合がございます。また、出航時間下船時間なども予告なく変更となる場合がございますのでご了承ください。 
※ネイチャークルーズに関しましては、新型コロナウィルス感染の状況次第では運航中止になる場合もございます。その場合、現地代替え案での観察を予定しております。 
当日天候不要による運航中止の際も代替え案を適用いたします。 

 

【旅行企画・実施】株式会社トラベル・パートナーズ 観光庁長官登録旅行業第１６２３号 一般社団法人 日本旅行業協会正会員 総合旅行業務取扱管理者 平野井 康 

〒103-0012 東京都中央区日本橋堀留町 2-9-8 日本橋堀留町ビル 4 階 

TEL : ０３-５６４５-３５１１ FAX : ０３－５６４５－３７７５ 【営業時間】月～金 １０：００～１８：００（土日祝日休み） 

ホームページ👉https://travelpartners.co.jp/special/ お問合せ👉E-mail： toiawase@travelpartners.jp （担当：草野） 

ここがポイント！   

・ 「新 海鳥ハンドブック」の著者・箕輪義隆さんが同行、海鳥の世界をご案内します。 

・ 道東の 3 海域をクルーズで巡ります。網走ではハシボソミズナギドリの群れ、知床・羅臼では海鳥とシャチ、 

根室・落石ではエトピリカやチシマウガラスに期待。それぞれの海域で海鳥やクジラ、イルカ、海獣との出会いがあります。 

・ 移動途中で野付半島や濤沸湖に立ち寄り、ノゴマやオオジュリンなど陸域の鳥も探します。 

・ 船上ではトラベルイヤホンを装着し、箕輪さんの説明を聞き逃しません。 

 

期待できる鳥 コアホウドリ、フルマカモメ、 

ハシボソミズナギドリ、ハイイロミズナギドリ、 

チシマウガラス、ケイマフリ、ウトウ、エトピリカなど 

日程：２０２４年

 
新・海鳥ハンドブック 

著者・箕輪義隆さん 

同行！


